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<研究概要>

  　現状の各生態系観測ネットワークの連携を強化することによって森林生態系における生態系総合監視システ
ムを構築し、生態系機能の時空間的変動を明らかにするための指標生物群を特定する。
　(1) 指標生物群の特定と環境応答評価、植物機能データベースの構築及び統括
　モニ1000データの解析によって指標生物群を特定し、大規模野外操作実験によってそれらの環境応答特性を明
確にする。また植物の機能的性質に関するデータベースを構築する。
　(2) 簡便な近接リモートセンシングセンサーの開発
　林冠の機能やフェノロジーを多点でモニタリング可能とする簡便なセンサーを開発する。
  (3) 森林キャノピーの光合成生産力とその季節性の観測手法の開発
　各サイトの生産性を簡便に推定するための手法を開発し、モニ1000データによってこれを検証する。
  (4) 安定同位体による生態系機能評価手法の開発
　植物の水・養分利用特性、土壌養分ダイナミクスを明らかにすることを通して生態系の水・養分循環の地理的
な特徴を浮き彫りにする。
　(5) 土壌無脊椎動物の地理分布と機能解析データベースの構築
　　　全国における指標昆虫の栄養段階（食物網の長さ）を明らかにすることで、各サイトにおける食物網多様
性の指標を作成する。
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